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　日本の梅雨期の四つの天候分布型に対して，5月に太

平洋高気圧が著しく弱い年にはr全国低温型」の顕著な

梅雨が対応している．また太平洋高気圧が強く北に張り

出す年にはr全国高温型」の弱い梅雨（時にはからツ

ユ）と「北暖西冷型」の梅雨現象が起こる．さらに極う

ずと太平洋高気圧が同時に極端に発達した年にはr北冷

西暑型」の特徴ある天候が対応している．予報者の間で

はよく“オホーツク海高気圧がなくとも梅雨現象は起こ

る”といわれているが，その梅雨現象はからツユも含め

て，後者の三つの型が考えられる．5月に太平洋高気圧

が北偏して強かった1960年代は太平洋の低緯度でも多雨

帯が北上していたと思われる．この熱帯地方の降雨現象

の気候形成が解明され，北太平洋高気圧の性状がわかれ

ば，日本の梅雨の長期予報に有力な目やすを与えるに違

いない．

　この論文をまとめるに当っては，長期予報管理官の和

田英夫博士，予報官の朝倉正博士に多くの示唆を頂い

た．また討議と批判を頂いた長期予報管理官室の諸氏に

もあわせてお礼を申し上げる．なおここに載せた図は七

俵玲子さんに製図していただいた．厚く感謝する．
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▽正誤表▽

Vol・18No・2の表紙のうち

新語解説TOPCAT（片山　昭），CISK（神子敏明）はTOPCAT（神子敏朗），CISK

（片山　昭）の誤り．

P74右側29行目3000ft・～4000ftは30，000ft・～40，000ftの誤りにつき訂正します．

p68「気象学会および関連学会行事予定」の春季大会開催年月日5月24日～29日は5月24

日～27日に訂正します。
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